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３月６日、台東区民館で開催した第２８

回中央委員会の会場発言で、八王子中央支

部の谷合中央委員は以下のように発言し会

場を盛り上げました。

１９７３年第１次オイルショックにより

物価が20％も上昇し国民生活が大変なこと

になった。その時、日本は世界から取り残

されてはいけないとして、政界、財界、労

働組合も奮起して賃上げは物価上昇に負け

ない３０％以上をかちとって生活を守って

きた経過がある。

東自教も１８歳人口の増加も有り賃金は

１９９０年のバブル崩壊まで右肩上がりに

上昇した。１９９２年に１８歳人口が低下

することに危機感を抱いた当時の役員は、

１９９１年に自教労組共同センターの取り

組みとしてＡＴ免許の導入で女性の免許取

得者を増やす取り組みを行ったことから、

１９９５年の集団交渉まで陰りが無かっ

た。

２４春闘は物価高騰の中で行われるが、

鉄鋼が賃上げ３０，０００円以上となる

賃上げを獲得している。日本は昔から鉄

鋼が賃上げを牽引し、その後、自動車労

組が賃上げを獲得して敬意がある。ホン

ダもトヨタも満額回答を得ている。
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大企業は高水準の賃上げ回答を出してい

るが、中小企業で働く労働者は６割を超え

ている中で、その労働者の賃金を上げてい

かなければならない。

株価が４０，０００円を超えたが、この

世を謳歌しているのは株主だけ。あとは厳

しい生活を強いられている。そのような意

味でも中小企業で働く労働者の賃金を上げ

る必要がある。

自教業界でも同じ。人を雇用するという

責任はものすごく重い。

自教経営者だけこの世の春ということは

絶対に許さない。そのような決意を組合役

員はもって２４春闘に臨まなければならな

い。

八王子中央支部は昨年２０，０００円

の賃上げを実現した。今年も大幅賃上げ

を目指し１０，０００円程度の賃上げで

は終わらない。

今年は実質賃金を上げなければならな

い。今年上げなければ今後上げられない

と思って一所懸命闘わなければならない。

２４春闘を闘い総括でいい話を聞きた

いと思っている。

団結して頑張っていこう。

1973年、第四次中東戦争が勃発しアラブ諸国は石油の生産削減と輸出の停止を決定し、

いわゆる第一次オイルショックが生じました。石油価格の上昇により、日本経済は、イ

ンフレ、経常収支赤字、景気後退の、いわゆる「三重苦」の状況に陥りました。

1

石油価格の上昇に伴い、交通費や製造コストが増加し、商品の価格が急騰したため

物価が20％上昇するという『狂乱物価』というありえないレベルの物価上昇を引き起こ

し景気を圧迫しました。

一方、労働者は生活苦を払拭するために団結し、32.9％の賃上げを実現し生活を守り

ました。

政府はこの危機に対処するために、エネルギーの節約策や代替エネルギー源の開発を

推進しました。また、自動車の省エネルギー化や公共交通機関の整備など、エネルギー

効率を高める取り組みも行われました。

1973年のオイルショックは日本経済に大きな影響を与え、省エネルギー政策や産業構

造に対する見直しを促すきっかけとなりました。
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流通や外食、繊維などの労働組合が

加盟する産業別労組「ＵＡゼンセン」

は３月１４日、令和６年春闘で基本給

を一律に引き上げるベースアップにつ

いて、同日時点で正社員組合員１人当

たりの平均額は過去最高の１万２８２

６円になったと発表した。

妥結済み労組の半数以上が満額回答

（満額超え含む）を獲得し、賃上げ率

も物価上昇率を大幅に上回った。これ

から本格化する中小企業の交渉に向け、

「しっかりと今後につなげていきたい」

としている。

正社員では１２７組合のうち、百貨店

の三越伊勢丹やＪ・フロントリテイリン

グ、スーパーのライフ、外食のすかいらー

くなどの６８組合で満額回答。うち定期

昇給分を含む賃上げ率が１１％超だった

「餃子の王将」など１３組合が満額超え

となった。旭化成といった化学メーカー

などでも満額に近い回答が相次ぎ、平均

値を底上げした。

パートも過去最高水準

ＵＡゼンセンは賃上げ率の目標を「６％

基準」としており、現時点で５・９１％

に達した。この日の記者会見で、松浦昭

彦会長は高水準の理由の一つに、集中回

答日以前にイオングループの労組を中心

に２９組合で満額回答が出ていたことな

どを指摘。その後の労使交渉に好影響を

与えたとした。

病院などの医療従事者でつくる日本医

労連は十分な賃上げの回答が得られてい

ないとして14日、全国で一斉にストライ

キを行いました。

このうち、東京 渋谷区の代々木病院

の労働組合は基本給4万円の賃上げを求

めて13日に団体交渉を行いましたが、経

営側から十分な回答が得られず、14日午

前の始業開始から1時間、ストライキを

行いました。病院の前には看護師など60

人ほどが集まって集会を開き、経営側から

は定期昇給分の2％余りの賃上げしか回答

がなく、一時金も引き下げられたと報告さ

れました。


